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「
貧
し
い
」
と
い
う
こ
と
は
、
安
心
し
て
子
ど
も

を
産
め
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
政
府
の
サ
ー
ビ

ス
が
届
か
な
い
山
岳
民
族
が
住
む
地
域
で
は
女
性

が
教
育
を
受
け
る
だ
け
で
た
く
さ
ん
の
命
が
助
か

る
の
で
す
。
私
た
ち
は
女
性
を
教
育
す
る
た
め
の

活
動
資
金
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。
同
情
で
は
な

く
、
共
に
活
動
す
る
気
持
ち
で
資
金
協
力
し
て
く

れ
る
草
の
根
援
助
運
動
は
ニ
ュ
ー
ホ
ー
プ
の
真
の

パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
。（
イ
ン
ド
・
ニ
ュ
ー
ホ
ー
プ
代

表
）草

の
根
援
助
運
動
は
、
一
五
カ
国
約
三
〇
人
の

海
外
参
加
者
を
得
て
、
一
九
八
九
年
に
横
浜
で
開

催
さ
れ
た
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
問
う
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に

参
加
し
た
市
民
が
一
九
九
〇
年
に
設
立
し
た
開
発

協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
す
。
拠
出
額
世
界
一
に
な
っ
た
日

本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
被
援
助
国
の
住
民
の
要
求
に
応
え

る
も
の
に
改
革
・
改
善
し
、
世
界
中
の
人
々
と
の

共
生
社
会
を
実
現
し
よ
う
と
活
動
を
開
始
し
ま
し

た
。
設
立
に
当
た
っ
て
起
草
さ
れ
た
「
草
の
根
援

助
運
動
憲
章
」
に
は
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
を
世
界
の
不

平
等
、
不
正
義
を
正
す
た
め
の
社
会
運
動
と
位
置

付
け
、
ア
ジ
ア
各
国
の
自
立
・
自
助
の
運
動
か
ら

学
び
、
自
分
た
ち
の
生
活
を
見
直
し
な
が
ら
、
日

本
と
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
・
第
三
世
界
と
の
関
係
を

変
え
て
い
く
と
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は

設
立
後
一
七
年
を
経
た
今
も
こ
の
決
意
を
忘
れ
ず

に
活
動
し
て
い
ま
す
。

エ
リ
ア
ザ
ー
ル
・
ロ
ー
ズ
さ
ん
の
言
葉

草の根援助運動
～平和と共生の世界をめざして～

特定非営利活動法人

南
北
問
題
の
解
決
を
目
指
し
て
、
多
岐
に
わ
た

る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

1
．
現
地
支
援

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
イ
ン
ド
の
現

地
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
住
民
と
共
に
取
り
組
む
持
続
可
能
な

地
域
開
発
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
で

は
慢
性
的
な
貧
困
状
態
に
あ
る
農
山
漁
村
で
の
地

域
開
発
の
モ
デ

ル
づ
く
り
を
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

で
は
農
村
住
民

組
織
の
生
計
向

上
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
、
イ
ン
ド
で

は
山
岳
民
族
の

保
健
・
衛
生
、

識
字
、
農
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
そ
れ
ら
を
「
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と

位
置
付
け
、
援
助
す
る
側
さ
れ
る
側
と
い
う
立
場

を
超
え
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

2
．
政
策
提
言

「
Ｏ
Ｄ
Ａ
改
革
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
な
ど
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
Ｏ
Ｄ
Ａ
関
連
機
関

（
外
務
省
な
ど
）
と
の
協
議
会
へ
の
参
加
、
個
別
具

体
な
課
題
で
の
関
係
者
と
の
話
し
合
い
、
申
し
入

れ
等
を
通
じ
て
提
言
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

3
．
開
発
教
育

被
援
助
国
の
実
態
、
人
々
の
暮
ら
し
、
自
立
へ

の
試
み
、
こ
う
し
た
状
況
を
生
み
出
す
構
造
や
日

c山岳民族の保健・衛生教育プロジェク
ト（インド・オリッサ州）

は
じ
ま
り

活
動
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本
の
援
助
、
日
本

人
の
暮
ら
し
方
、

相
互
関
係
な
ど
に

つ
い
て
、
現
地
支
援

を
通
し
て
得
た
情

報
や
知
識
を
知
ら

せ
、
課
題
解
決
に

向
け
て
共
に
努
力

し
よ
う
と
多
く
の

人
々
に
働
き
か
け
る
「
開
発
教
育
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
①
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
②
学
習
会
・
講
演

会
、
③
高
校
、
大
学
で
の
授
業
、
④
イ
ベ
ン
ト
、

⑤
ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
、
⑥
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
、

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
、
⑦
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
）
な
ど
。

4
．
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド

現
地
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
指
導
、
支
援
に
よ
り
住
民
が
経

済
的
自
立
を
目
指
し
て
生
産
し
て
い
る
手
工
芸
品

（
バ
テ
ィ
ッ
ク
の
バ
ン
ダ
ナ
や
木
彫
り
、
ア
ク
セ
サ

リ
ー
な
ど
）
を
販
売
し
て
い
ま
す
。
フ
ェ
ア
ト
レ
ー

ド
は
現
地
住
民
支
援
、
開
発
教
育
、
草
の
根
援
助

運
動
の
収
益
事
業
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。

草
の
根
援
助
運
動
に
は
学
生
班
（
Ｐ
2
ユ
ー
ス
）

が
あ
り
ま
す
。
学
生
班
は
ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
に

参
加
し
た
学
生
に
よ
り
一
九
九
九
年
に
発
足
し
ま

し
た
。
運
営
も
活
動
も
学
生
主
体
で
す
。
マ
ニ
ラ

湾
環
境
回
復
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
二
〇
〇
〇
年
〜
）、

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
「
貧
困
と
環
境
問
題―

Ｎ
Ｇ
Ｏ
と

住
民
た
ち
の
挑
戦―

」
の
発
行
（
二
〇
〇
二
年
）

な
ど
を
経
て
、
現
在
で
は
自
ら
作
成
し
た
オ
リ
ジ

ナ
ル
開
発
教
育
教
材
「
お
魚
ゲ
ー
ム
」
に
よ
る
高

校
で
の
授
業
で
大
活
躍
で
す
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
漁

民
家
族
の
暮
ら
し
を
疑
似
体
験
で
き
る
こ
の
参
加

型
授
業
は
好
評
で
、
こ
れ
ま
で
神
奈
川
県
下
の
二

〇
の
高
校
三
二
ク
ラ
ス
約
一
〇
〇
〇
人
の
生
徒
が

参
加
し
ま
し
た
。

ま
た
、
Ｐ
2
ユ
ー
ス
か
ら
は
近
年
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

職
員
、
青
年
海
外
協
力
隊
員
、
国
際
交
流
財
団
職

員
ら
国
際
協
力

分
野
で
活
躍
す

る
人
た
ち
が

次
々
に
出
て
い

ま
す
。
草
の
根

援
助
運
動
が
「
国

際
協
力
の
学
校
」

と
呼
ば
れ
る
日

が
近
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
Ｐ
2
ユ
ー
ス
を
こ
れ
か
ら

の
時
代
の
平
和
と
共
生
の
世
界
づ
く
り
の
担
い
手

だ
と
考
え
、
共
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

草
の
根
援
助
運
動
は
、
政
府
か
ら
政
府
へ
の
Ｏ

Ｄ
Ａ
の
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
と
し
て
、
民
間
版
Ｏ
Ｄ

Ａ
の
有
効
性
を
う
た
っ
て
発
足
し
ま
し
た
。
民
間

版
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
優
位
性
は
顔
の
見
え
る
援
助

=
P
e
o
p
le
 to
 P
e
o
p
le
 A
id

で
す
。
地
域
を
構
成

す
る
自
治
体
、
市
民
団
体
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）、

企
業
、
学
校
…
、
そ
し
て
そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
が

協
働
し
て
取
り
組
む
国
際
協
力
は
現
地
の
貧
困
問

題
の
解
決
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。
そ
こ

で
設
立
時
に
は
神
奈
川
県
下
の
全
自
治
体
を
訪
問

し
て
、
活
動
へ
の
参
加
・
支
援
要
請
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
後
も
自
治
体
国
際
政
策
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
、
か
な
が
わ
人
権
交
流
集
会
・

分
科
会
「
自
治
体
の
国
際
協
力
」
の
担
当
、
自
治

体
国
際
協
力
研
究
会
の
開
催
な
ど
自
治
体
と
の
連

携
を
心
が
け
て
き
ま
し
た
。

現
在
、
草
の
根
援
助
運
動
は
「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
か
な
が

わ
国
際
協
力
会
議
」
の
委
員
を
務
め
て
い
ま
す
。

こ
の
会
議
は
神
奈
川
県
の
国
際
化
施
策
の
一
環
で

「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
県
政
参
加
を
推
進
し
、
県
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の

連
携
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
県
内
Ｎ
Ｇ
Ｏ
間
の

連
携
の
強
化
を
進
め
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
て
一

九
九
八
年
に
発
足
し
ま
し
た
。
制
度
化
さ
れ
た
国

際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
県
政
参
加
で
、
世
界
の
平
和
と

共
生
を
実
現
す
る
た
め
の
第
一
歩
で
あ
る
地
域
共

生
社
会
が
構
築
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
実
感
し
て
い
ま

す
。今

国
際
社
会
で
は
、
地
球
規
模
の
課
題
解
決
の

た
め
に
は
国
益
に
左
右
さ
れ
ず
活
動
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ

が
重
要
な
役
割
を
果
た
す
と
の
認
識
が
大
き
く

な
っ
て
い
ま
す
。
草
の
根
援
助
運
動
は
小
規
模
Ｎ

Ｇ
Ｏ
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
常
に
国
内
外
の
Ｎ
Ｇ

Ｏ
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
し
、
平
和
と
共
生
の
世
界
を

目
指
し
て
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

文
責

：

山
中　

悦
子
（
共
同
代
表
）

c毎年春、秋に連続学習会を実施

c開発教育「お魚ゲーム」に取り組む高
校生

学
生
班（
Ｐ
2
ユ
ー
ス
）と

「
お
魚
ゲ
ー
ム
」

自
治
体
と
の
連
携

こ
れ
か
ら

（特活）草の根援助運動（People to People Aid :P2）
〒 235-0036　横浜市磯子区中原 1-1-28　3F　　　　045-772-8363  　　　045-774-8075
E-mail：offi ce@p2aid.com　 URL：http://p2aid.com

TEL FAX
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（
特
活
）
Ｉ
Ｋ
Ｇ
Ｓ
は
一
九
九
三
年
に
兵
庫
県
の
山

間
部
に
あ
る
小
さ
な
農
村
、
山
南
町
（
現
丹
波
市
）

で
生
ま
れ
ま
し
た
。
結
成
の
き
っ
か
け
は
「
わ
が
町

の
葛
を
生
か
そ
う
」
と
い
う
公
民
館
主
催
の
講
演

会
で
、
地
元
で
は
厄
介
な
雑
草
扱
い
の
葛
が
火
山

灰
砂
漠
の
緑
化
に
役
立
つ
こ
と
を
知
っ
た
こ
と
で
し

た
。
当
時
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ピ
ナ
ト
ゥ
ボ
火
山
が
世

紀
の
大
噴
火
を
起
こ
し
た
後
で
、
大
量
の
火
山
灰

に
よ
る
砂
漠
化
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
日
本
の
山
野
に
自
生
す
る
葛
の
種
子
を
被
災

地
に
送
っ
て
緑
化
を
進
め
よ
う
と
、
地
元
の
有
志
が

葛
の
種
子
を
採
種
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
組
織
を
つ

く
り
、〝
田
舎
に
い
な
が
ら
で
も
で
き
る
地
球
緑
化

活
動
〞、〝
誰
で
も
参
加
で
き
る
国
際
協
力
〞
と
銘

打
っ
て
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

こ
の
活
動
は
『
葛
グ
リ
ー
ン
作
戦
』
と
い
う
名

称
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
口
コ
ミ
で
全
国
に
広
が

り
、
最
盛
期
の
一
九
九
九
年
に
は
約
一
一
七
万
五
〇

〇
〇
粒
の
種
子
を
集
め
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
ま

す
。
こ
の
市
民
組
織
が
、
Ｉ
Ｋ
Ｇ
Ｓ
の
前
身
と
な
る

「
国
際
葛
グ
リ
ー
ン
作
戦
山
南
」
で
す
。

結
成
当
時
は
、
国
内
で
葛
の
種
子
を
集
め
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
そ

の
啓
発
、
広
報
が
主
な

事
業
で
し
た
が
、
た
だ

葛
の
種
を
送
る
だ
け
で

は
そ
の
成
果
に
限
界
と

疑
問
を
感
じ
、
一
九
九

六
年
か
ら
は
現
地
駐
在

IKGS
～誰でも参加できる国際協力を目指して～

特定非営利活動法人

員
を
派
遣
し
て
現
地
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
提
携
、
直
接
火
山
灰

砂
漠
の
緑
化
と
そ
の
後
の
植
林
事
業
に
も
着
手
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
組
織
を
法
人
化
し
た
際
に
団
体
名
称

を
Ｉ
Ｋ
Ｇ
Ｓ
緑
化
協
会
と
改
名
し
て
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
駐
在
員
の
事
務
所
で
国
内
外
か
ら
の
ニ
ー
ズ
に

対
応
で
き
る
体
制
を
整
え
ま
し
た
。
そ
し
て
緑
化

活
動
、
植
林
活
動
を
拡
大
、
二
〇
〇
五
年
か
ら
は

さ
ら
に
医
療
支
援
事
業
の
充
実
と
教
育
関
連
事
業

へ
の
新
規
参
入
を
図
り
、
団
体
名
称
も
よ
り
総
合

的
な
活
動
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
Ｉ
Ｋ
Ｇ
Ｓ

（In
te
rn
a
tio
n
a
l K
e
e
p
in
g
 G
o
o
d
 S
a
n
n
a
n

）

と
改
名
し
ま
し
た
。

そ
の
間
に
高
校
生
を
含
む
延
べ
約
一
〇
〇
人
の
日

本
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
現
地
へ
受
け
入
れ
ま
し
た
。

彼
ら
は
直
接
植
林
に
参
加
し
た
り
、
識
字
教
育
を

行
っ
た
り
し
て
事
業
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

『
葛
グ
リ
ー
ン
作
戦
』
以
降
の
Ｉ
Ｋ
Ｇ
Ｓ
緑
化
協

会
は
、
過
剰
伐
採
等
で
急
激
な
森
林
の
減
少
に
よ

り
生
活
に
苦
し
む
地
域
の
住
民
と
の
連
携
を
最
重

視
し
な
が
ら
、
活
躍
の
場
を
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
内
に
広

げ
て
い
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
ヌ
エ
バ
・
ビ
ス
カ

ヤ
州
、
サ
ン
バ
レ
ス
州
、
イ
フ
ガ
オ
州
で
市
民
参
加

型
の
環
境
保
全
事
業
を
実
施
し
て
、
内
外
か
ら
高

い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

そ
の
活
動
方
針
は
、
結
成
当
時
か
ら
『
誰
で
も

参
加
で
き
る
国
際
協
力
！
』
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
、

緑
化
の
重
要
性
を
広
く
認
識
し
て
も
ら
う
こ
と
で

す
。
そ
し
て
多
く
の
人
た
ち
に
、
自
発
的
に
緑
化

活
動
方
針
に
つ
い
て

設
立
の
経
緯
と
『
葛
グ
リ
ー
ン
作
戦
』c葛の種子をさやから出すボラ

ンティア
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活
動
に
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
意
識
改
革
を
促

し
、
広
く
地
球
規
模
の
環
境
保
全
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
活
動
実
績
で
特
筆
す
る
も
の
と
し

て
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ピ
ナ
ト
ゥ
ボ
火
山
被
災
地
の

緑
化
活
動
〝
葛
グ
リ
ー
ン
作
戦
〞
で
、
先
住
民
族

「
ア
エ
タ
族
」
の
歴
史
が
始
ま
っ
て
以
来
、
初
の
彼

ら
自
身
に
よ
る
生
活
協
同
組
合
の
立
ち
上
げ
に
成

功
す
る
な
ど
、
活
動
が
高
く
評
価
さ
れ
、
二
〇
〇

〇
年
に
環
境
庁
よ
り
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
国
際

貢
献
部
門
の
大
臣
表
彰
を
受
け
た
ほ
か
、
兵
庫
県

社
会
賞
な
ど
数
多
く
の
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
二
〇
〇
三
年
か
ら
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
草
の
根
技
術

協
力
事
業
支
援
型
全
国
第
一
号
案
件
と
し
て
実
施
し

た
「
ア
グ
ロ
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー
に
よ
る
持
続
可
能
な

エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
〜
世
界
遺
産
の
フ
ィ
リ
ピ

ン
・
イ
フ
ガ
オ
棚
田
の
保
全
〜
」
で
は
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の

得
意
分
野
で
も
あ
る
市
民
参
加
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
最

大
限
に
活
か
し
て
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
事
業
と
し
て
は
例
を

見
な
い
ほ
ど
の
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参
加
し
て
注

目
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
二
〇
〇
六
年
に
ス

ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
し
て
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
草
の
根
技
術
協
力

事
業
パ
ー
ト
ナ
ー
型
「
イ
フ
ガ
オ
州
の
草
の
根
エ
ン

パ
ワ
ー
メ
ン
ト
を
通
し
た
生
計
向
上
に
よ
る
環
境

保
全
」
と
題
し
て
、
現
在
も
進
行
中
で
す
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
Ｉ
Ｋ
Ｇ
Ｓ
で
は
ヌ
エ
バ
・
ビ
ス

カ
ヤ
州
、
サ
ン
バ
レ
ス
州
で
植
林
を
含
む
環
境
保

全
事
業
を
継
続
中
で
、
今
後
は
こ
れ
ら
三
カ
所
で

の
確
実
な
事
業
展
開
を
し
な
が
ら
、
医
療
支
援
事

業
に
も
力
を
注
い
で
い
き
ま
す
。
医
療
支
援
事
業

で
は
、
サ
ン
バ
レ
ス
州
ス
ー
ビ
ッ
ク
に
あ
る
「
貧
困

住
民
に
対
す
る
無
料
診
療
所
（
バ
ル
ナ
バ
・
マ
タ
ニ

テ
ィ
ー
・
セ
ン
タ
ー
）」
の
活
動
が
、
二
〇
〇
七
年

に
民
放
Ｔ
Ｖ
の
番
組
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
、
全
国
的

に
大
き
な
反
響
を
よ
ん
で
い
ま
す
。

Ｉ
Ｋ
Ｇ
Ｓ
で
は
結
成
当
時
か
ら
現
在
に
至
る
ま

で
、
一
貫
し
て
〝
誰
で
も
参
加
で
き
る
国
際
協
力
〞

を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
事
業
を
企
画
し
、
実
践
し

て
い
ま
す
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
草
の
根
技
術
協
力
事
業
で

は
、
現
地
で
の
植
林
作
業
に
日
本
の
一
般
住
民
も
か

か
わ
っ
て
も
ら
う
一
つ
の
方
策
と
し
て
、「
軍
手
を

く
だ
さ
い
」
運
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
軍
手
が
な
い
現
地
で
は
素
手
で
作
業

す
る
た
め
切
り
傷
が
絶
え
な
い
の
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
手
を
保
護
す
る
た
め
の
軍
手
を
日
本
の
小
学

校
か
ら
募
集
を
し
た
も
の
で
す
。
そ
の
軍
手
に
は

カ
ラ
ー
マ
ー
カ
ー
な
ど
で
現
地
の
植
林
活
動
を
応

援
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
描
い
て
も
ら
い
、
現
地
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア

が
そ
の
カ
ラ

フ
ル
な
メ
ッ

セ
ー
ジ
付
き

軍
手
を
使
っ

て
、
植
林
作

業
を
す
る
も

の
で
す
。
支

援
す
る
側
と

支
援
さ
れ
る

側
が
メ
ッ

セ
ー
ジ
付
き

の
軍
手
を
介

し
て
心
を
通

わ
せ
、
共
に

協
力
し
合
っ

て
植
林
を
実

施
し
て
い
ま

す
。
こ
の
運

動
は
小
学
生

で
も
参
加
で

き
る
国
際
協
力
が
あ
る
こ
と
を
証
明
し
、
既
に
い
く

つ
か
の
小
学
校
が
授
業
の
中
に
取
り
入
れ
て
、
学

校
ぐ
る
み
で
参
加
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
Ｉ
Ｋ
Ｇ
Ｓ
で
は
、
現
地
に
赴
く
こ
と

が
で
き
な
い
人
で
も
、
事
業
に
か
か
わ
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
な
枠
を
、
で
き
る
限
り
多
く
用
意
す
る

よ
う
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。
一
部
の
専
門
技
術
者

だ
け
が
活
躍
す
る
国
際
協
力
で
は
な
く
、
ま
ず
誰

も
が
〝
今
、
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
る
国
際
協
力
〞

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

よ
り
多
く
の
人
が
環
境
に
対
す
る
関
心
を
深
め
、

実
際
の
活
動
に
か
か
わ
る
こ
と
、
そ
れ
が
地
球
温

暖
化
や
森
林
の
減
少
を
食
い
止
め
る
鍵
に
な
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

今
年
で
結
成
一
五
年
を
迎
え
る
Ｉ
Ｋ
Ｇ
Ｓ
は
、
こ

れ
か
ら
も
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
な
が
ら
、
今
切

実
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
環
境
問
題
に
つ
い
て
、
一

般
住
民
の
環
境
保
全
意
識
の
さ
ら
な
る
昂
揚
を
目

指
す
と
と
も
に
、
環
境
改
善
に
向
か
っ
て
活
動
を
続

け
ま
す
。

活
動
実
績
に
つ
い
て

誰
で
も
参
加
で
き
る
国
際
協
力

c軍手にメッセージを書く日本の小学生たち

c軍手を受けとって植林するイフガオの小学生たち
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